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古文書から復元する近世日本の森林環境

Document based reconstruction of environment of forests in the Edo

period
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　江戸時代については、巷間、人と自然が優しく共存した時代であると称揚されることが多い。しかし、実際

には自然の過剰利用による資源枯渇が発生するなど、必ずしも人は自然に優しく生きていたわけではない。 

　「御林書上帳」という史料がある。御林とは、庶民の利用に厳しい規制がかかった幕府・大名の統制林で

あったが、その日常的管理は、御林守などに任命された地元住民に委ねられていた。彼らは領主の指示によ

り、森林の状況を詳細に調べ上げた報告書を作成し、「御林書上帳」として提出した。そこには、木の種

類・太さ・高さ・本数などが列記されている。歴史学研究者にとっては、解読することはできるが、ひたすら

退屈な史料である。しかし林学の研究者から見ると、この帳面は、今は見ることのできない何百年も前の森林

状況のデータが埋もれた宝の山であり、当時の森林環境が鮮やかに復元できる素材である。長野県林業総合セ

ンターの小山泰弘氏に信濃国北部の森林について、これらの史料を利用して復元研究を行ってもらったとこ

ろ、御林の多くは直径20～30センチほどのアカマツを中心とする疎林にすぎず、豊かな緑に覆われていたわ

けではないことが明らかとなった。一方で、同じ地域の栄村にあった「仙道御林」は、全く様相が異なってい

た。そこはナラとブナが7割を占める13.5の森で、幹周2丈(6m。胸高直径2mに相当)を超える樹木が56本も

あった。環境省が「巨木」とする木は幹周3m以上をいうが、それに相当する目通り9尺以上の樹木は1615本

もあり、まさに現代なら天然記念物級の「巨木の森」だったのである。わずか200年前の日本にこのような森

があったのは驚きであるが、逆に言えば、こうした森を当たり前のように存在させたのが日本の自然だったの

であり、それが失われた原因は紛れもなく人為による伐採であった。日本の自然を考えるとき、人間活動の痕

跡を大きな要因として加えることの重要性を示す重要な一例といえる。 

　民有林に相当する林地では、当然ながら過剰な伐採は進行し、有用樹種の枯渇を招く事態となった。北信濃

の秋山地区では、スギ・クロベなどの有用な針葉樹は19世紀初頭までに多くを伐り尽くしてしまい、史料には

「残るのはブナ・ナラ・トチなど雑木ばかり」と、どうでもいい無用な木ばかりになってしまったかのように

記されている。それまで秋山で生産されていたのは、桶・曲物など目の通った針葉樹材を材料にした器物で

あったからである。しかし人は窮地に陥れば知恵を働かす。今度は材料を豊富に存在する広葉樹に転換し、木

鉢・コースキ(木鋤)などの木工品作りに精を出すようになった。「使えない雑木」だったものが主たる素材に

なったのである。こうして新たな樹種の利用方法を編み出し、窮地を脱することができたが、「人欲は限りな

し」と自ら記録に記す伐採状況であったことは間違いない。 

　また一方、「御林書上帳」を子細に見れば、必ずしも真実を正確に書き上げたものとはいえない部分もあ

る。歳月を経て提出された２冊の書上帳間で、樹木の本数が全く同数に揃えられているのである。森林管理の

不備を問われることを恐れて、明らかに数字を調整したと見られる。書き残された古文書は、やはり「人くさ

い」社会の産物でもあるのである。この「人くさい」社会の営み(政治・経済・制度・心意・習俗)を明らかに

するのが、歴史学の真骨頂である。そしてこの「人くささ」を前提とした古文書の内容・文言の吟味、すなわ

ち史料批判を通じて、史料はデータとしての意味をより明確に捉えられるようになる。
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